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はじめに1

　今年の1月に埼玉県八潮市で痛ましい大規模陥没事
故が起こったのはまだ記憶に新しいと思う。しかし国土
交通省道路局調べ『道路の陥没発生件数とその要因
（令和4年度）』によると規模の大小はあるものの全国
で1万件以上発生しており、ライフラインに携わっている
人間であれば一度は耳にしたことがある身近な事故でも
ある。地中埋設物である上下水道管等を含むライフライ
ンは、高度成長期に建設が本格化し、現在は耐用年
数に達した管きょが年々増加している。耐用年数を超え
ると目地からの漏水や管自体の腐食等のリスクが高まり、
それらに起因する管の損傷が陥没の大きな要因を占め
ているといわれている。耐用年数を超えた上下水道管
の敷設替えは今求められている喫緊の課題である。本
稿では管敷設に欠かせない推進工法のベビーモール工
法による障害物対応を紹介する。

ベビーモール工法とは2

　ベビーモール工法は鋼製さや管推進工法ボーリング
式一重ケーシング方式に分類される。リングビット（以下、
メタルクラウン）を付けた鋼管を使用し削進する工法で
鋼管内では排土のためのオーガ等を使用しないため、
障害物をメタルクラウンで切断し鋼管内に取込みながら

進む工法である。欠点としては長距離推進には不向き
な点、曲線推進ができない点等が挙げられる。
　利点としてはそのシンプルな構造ゆえの特徴がある。
削進する鋼管の内部が開放されている点を利用してさら
に別の鋼管を入れる、障害物をそのまま捉える等、施工
に工夫を凝らすことで様々に応用が可能な点である。こ
の利点を利用した障害物に対する対応例をふたつ紹介
する。

様々な障害物に対する
ベビーモール工法での対応例3

3.1　想定外の障害物が確認され
　　　削進不能となった場合
　通常ベビーモール工法では土質に応じてメタルクラウ
ンを使い分ける。土質を大きく①粘性土②砂質土･軟
岩土③砂礫玉石に分けて刃先の摩耗を勘案し、使用す
るメタルクラウンの決定を行う。事前に障害物が分かっ
ている場合は、その障害物も土質の一部として考える。
埋設深さにもよるが、障害物に達した場合には日進量は
低下するものの、開削によって埋設物を除去する費用と
比較すると経済的であり工期も短くなる。
　問題となるのは事前に分かっていなかった、もしくは
想定以上に土質が固かった場合である。ベビーモール
工法の最大の利点は先にも述べたとおり先導管内部が
開放されている点であり、障害物をメタルクラウンで切断
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して鋼管内に取込み、削進作業を継続可能としている。
これによって玉石が混在する地盤、コンクリート壁や残
置鋼矢板等の支障物にも対応可能となる。しかしながら、
いかにベビーモール工法が強力であっても不測の埋設
物の大きさや強度によっては事前に計算してのメタルクラ
ウンでの仕様ではないため、削進完了までに先導管のメ
タルクラウンが摩耗により削進不能に陥るケースが稀にあ
る。非開削工法である以上避けられないが最も頭を悩
ますケースである。
　削進不能に陥った場合すぐに思いつくのは推進箇所
の変更か、挿入した鋼管を引き抜いて先導管のメタルク
ラウンを再加工した後に再度削進を行う方法である。し
かしどちらもロスが大きい。推進箇所の変更は障害物の
大きさの特定ができなければ敷設箇所再決定までに時間
を要する。また一度挿入した管を引き抜き、先導管のメ
タルクラウンを再加工するにしても、引き抜いた際にできる
空洞に対する陥没等の問題に対応しなければならない。
　ベビーモール工法の場合、さや管と挿入本管の間に
ある程度の余裕があるケースではひとつ解決方法があ
る。それは、先に施工した先導管よりひとつサイズを落と
した鋼管（呼び径500なら450、呼び径300なら250な
ど）を削進した鋼管内に再度挿入する施工方法である。
この方法はさや管と挿入本管の間にある程度余裕があ
る場合に限り可能な方法である。再度挿入する鋼管の
メタルクラウンは既に削進した箇所までは抵抗なしで進む
ので余程のことがない限り削進完了できる（図−1）。最
初に削進した管と新たに入れた管の空隙も中詰め注入

するので安心である。この方法が取れるのは先導管内
部が開放されているベビーモール工法ならではの利点で
あり、想定外の地盤においても削進を可能にし、到達
することが可能となる。
3.2　地中障害となったH鋼に対する対応
（1）工事概要

　ある都市の浄水場新築工事に際して導水管の敷設
計画があった。しかし敷設計画線上にH鋼250×250（以
下、残置H鋼）が垂直に複数本地中に残置されている
ことが判明した。調査の結果どうしてもその内の4本が
導水管敷設に障害となることを確認した（図−2）。

（2）施工に至るまで

　4本の残置H鋼を切断削進していくのは距離が長くな
り日数も掛かるので最善手ではなかった。ベビーモール
工法では、不要となった老朽管により大きい鋼管を被せ、
老朽管を引き抜いた後に新しい本管を挿入する｢老朽

図−1　削進不能の際の対処方法例

図−2　障害となったH鋼
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